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研究成果の概要（和文）：　本研究では、小学校英語授業に関して児童の高好意度授業および低好意度授業の質
的分析を行った。高好意度授業に見られる主な特徴は, (1) 身体運動や具体的体験活動がある、(2)　
Interactiveな活動がある、(3) 変化のある言語活動がある、(4) 扱う構文が限定的である、(5) 楽しく、安心
して学習できる学習環境である、の5つである。
　一方、低好意度授業に見られる主な特徴は、(1) 過度な反復練習、(2) 扱う項目（単語、動画）が多い、(3)
安心して学習できない雰囲気、(4) 形式(form)に着目しすぎることの、4つである。これらは第2言語習得の指導
原理に反する。
　

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to discern any characteristics that may 
contribute to how much elementary school students enjoy English lessons. English lessons with 
students' high enjoyment and those with low enjoyment were qualitatively analysed. The analysis of 
the former revealed the following characteristics: practice involves (1) physical or 
manualmovements, (2) interaction, (3) variation, (4) a small number of new items, and (5) a safe, 
friendly, and enjoyable classroom atmosphere. The analysis of the latter indicated the following 
characteristics: practice involves (1) excessive repetition, (2)a large amount of new items,(3)
anxiety-causing classroom atmosphere, and excessive focus on form.

研究分野：外国語教育

キーワード： 小学校英語　外国語教育　第2言語習得　意味　形式　安心できる雰囲気　反復練習　やり取り
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 2020年度より小学校英語の教科化および中学年度での導入が全面的に実施されるようになった。本研究を通し
て、児童はどのような英語の授業を好み、どのような英語授業は嫌いであるかについて、ある程度分かった。小
学校の学級担任または外国語（外国語活動）担当者が英語授業を計画・実施する際には、本研究から得られた高
好意度英語授業の特徴を積極的に取り入れ、一方、低好意度英語授業の特徴は、できるだけ排除するように努め
ることが大切である。そうすれば、英語嫌いの児童をできるだけ生み出さなくてすむと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
児童が英語の授業を好きになることはとても重要である。児童の英語の授業の好き嫌いの調
査には、アンケート調査が実施されることが多い(猪井, 2014; 植松, 2014; 渕上, 2008; ベネッ, 
2011)。英語授業の好き嫌いの具体的理由についても、アンケート調査の中で選択肢を挙げ、児
童に選ばせる方法が一般的である。しかし、児童が好きな英語授業とは具体的にどのようなもの
かについて、具体的な授業分析の観点から検討した研究はまだまだ少ない。太田(2013)は児童が
好む英語授業とはどのようなものかについて、反復練習が多い活動のビデオと、児童と教師のイ
ンタラクションの多い活動のビデオの 2種類を作成し、児童に視聴させ、どちらの方が好きかを
選ばせた。その結果、児童はインタラクションの多い活動を好む傾向があると報告している。た
だ、実際の英語授業そのものを分析したわけではなく、児童の英語授業の好き嫌いを引き起こす
他の具体的な要因については言及していない。 
猪井(2014)では、茨城県内の公立小学校を訪問し、32クラスの英語授業参観・録画およびアン
ケート調査を実施した。児童の英語授業の好意度について、様々な要因との関連性を分析した。
その結果、児童の英語授業の好き嫌いは、年間授業時数、TTにおける主指導者(ALT、学級担任、
外国語活動担当教諭)、学級担任の英語教員免許の有無、学級担任の英語および英語授業に対す
る態度、児童の英会話教室通学率、英語特区・非特区などの外的要因とはあまり関連性がなかっ
た。 
そこで、猪井(2015)は英語授業そのものの分析を行った。上記 32 クラスのうち児童の授業好
意度順位 1位のクラスでは、チャンツを取り入れた反復練習、児童同士および児童と ALT との
インタラクション、児童の積極性が見られた。順位 2位のクラスは、普段日本語では友達に聞く
ことはないインタビュー活動が含まれていた。一方、好意度最下位の 32位クラスは、単語や英
文の単純な反復練習が授業の大半を占めていた。また、順位 31位クラスは英文のパターンプラ
ックティスを行い、授業のスピードがとても速かった。しかし、わずか 4クラスの授業分析であ
り、児童の英語授業の好き嫌いの要因を特定するにはもっと数多くの英語授業を分析する必要
があった。 
 
２．研究の目的 
 小学校英語授業において、児童はどのような授業を好み、どのような授業を嫌うのであろうか。
そこには、様々な要因が関係していると思われるが、本研究では、主に児童の好意度の高い英語
授業（高好意度授業）と好意度の低い英語授業（低好意度授業）を比較しながら、授業の質的分
析を行い、児童の英語授業の好き嫌いの要因を明らかにしようとするものである。 
 
３．研究の方法 
１）研究方法の概略 
 当初の研究方法では茨城県内の公立小学校訪問は 20校程度を計画していたが、実際は 7校、
11クラスにとどまった。訪問数が限られ最大の原因は、勤務校のその他の業務（平成 28～30年
度文部科学省委託事業『小学校英語教科化に向けた専門性向上のための講習開発・実施事業』）
等による多忙さにより、 本研究に当てる時間が相当制限された。分析クラス数をある程度確保
するために、前回の科研費調査のデータの一部を再調査した。 
 授業分析の際に、授業内で実施された言語活動の質的分析に重点を置き、これまでの第 2言語
習得の文献調査も並行して実施した(Curtain & Dahlberg, 2010; Dӧrnyei & Ushioda, 2011; Ellis, 2008; 
Muňoz, 2007; Nation & Newton, 2009; Ortega, 2007など)。外国語指導の原理・原則を探り、それら
の観点から、高好意度授業および低好意度授業、とりわけ授業内容や言語活動の展開の仕方など
を、質的に分析した。児童の英語授業に対する好意度は、アンケート調査により数値化し、クラ
ス全体の平均値を算出した。アンケートへの自由記述からは、当日の授業の活動で好きな活動と
好きでない活動、およびその理由を調査した。 
 
２）アンケート項目 
 児童の英語授業の好意度を調査するうえで、アンケート調査を実施した。アンケート項目は 5
項目あり、4項目は選択肢形式､1項目は自由記述であった。アンケート項目の 1つ目は英語授業
好意度、2つ目は英語授業参加度、3つ目は英語学習意欲に関するもので、それぞれ 4つの選択
肢から 1つ回答を選ぶものであった。数字が大きくなると、それだけ肯定的な回答ということに
なる。ここでは、便宜上本研究に直接関係のある項目（1と 5）のみを記載する。 

[アンケート項目] 
1．学校の英語の授業は好きですか。 
 4) とても好きである 3) まあまあ好きである 2) あまり好きでない 1) 全く好きでない   
5．今日の英語の授業で，楽しかったことや，楽しくなかったことはありましたか。また，その理由を
書いてください。なかった場合は、「なし」と書いてください。 

  
３）分析対象クラス 
今回訪問した 11クラスの人数、好意度の平均値等は表 1の通りである。その内訳は 3年生 3
クラス、5年生 5クラス、6年生 3クラスである。児童は総計で 278名がアンケート調査に協力
していただいた。 



表 1. 見学クラス人数および好意度平均値 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
児童の英語授業の好意度は、総じては 3.35 と 3 をかなり超えており、授業が好きな児童が多
いことがわかる。便宜上、平均値が 3.5以上を超える授業を高好意度授業、平均値が 3以下を低
好意度授業とする。また、3年生において、好意度が 3以下のクラスはないため、高好意度授業
と低好意度授業を比較することが困難である。よって、3年生は分析の対象から除外した。結果、
高好意度授業は 3つ(B5-1,B5-2, G6-1)、低好意度授業は 2つ(Y5-1, M6-1)となった。分析対象クラ
スを増やすために、前回の科研費研究で調査した授業のうち、好意度平均値が 3.5以上の授業 2
つ、好意度平均値が 3以下の授業 3つを追加した(表 2参照)。 
 

表 2．追加した高好意度クラスおよび低好意度クラス 
 
 

 
 
 
 
 

 
本研究では高好意度授業 5つ、低好意度授業 5つの合計 10クラスの英語授業を主に質的に分
析する。また、同じ授業内容を扱っているクラスが 2つあり(E6-1, 2014およびM6-1, 2019)、具
体的に授業内容を比較する。 

 
４．研究成果 
１）高好意度クラスに見られる言語活動の特徴 
 主な特徴 は、(1) 身体運動や具体的体験活動がある、(2) Interactive な活動がある、(3) 変化
のある言語活動がある、(4) 扱う構文が限定的である、(5) 楽しく、安心して学習できる学習環
境である、の 5つである。それぞれの特徴について具体例を示す。 

(1) 身体運動や具体的な体験活動がある。 
① Greeting後、Alphabet songを歌うが、小文字(a,b,c,d,e,f,g,…) のうち、b,d,f のように縦棒があ
る際は片腕を真っ直ぐ上げ、g, jはしゃがむを動作をする。(B5-1, 3.74, 2017) (＝学校名、クラ
ス名、授業好意度、時期の順序を示す、以下同様) 
② 文字(w, x)のなぞりの活動（体験的活動）があり、児童はアンケートの楽しかったことに関す  
る自由記述のなかで、色ぬりや字をきれいに書けたとの記述がみられた。 (B5-1, 3.74, 2017)  

 
(2) Interactive（学習者相互のやり取り）な活動がある。 
③ ALT の発音を聞いて、4 人グループで相談して、発音された英単語を書き、正解だと点数を
獲得できる活動について、 アンケートへの自由記述の中で、児童は皆と楽しくできる、分か
らないことは皆で話し合うと述べている。(B5-1, 3.74, 2017)  
④ スピーチ作成後、グループ内で発表し、その後グループ外でやり取りをする。“What do you 

want to be?” の活動である。 自由記述の中で、児童は友達の夢も知れるし、自分の夢も知って
もらえる。みんなの職業がわかったと書いていた。(E6-1, 3.64, 2014) 
⑤ クリスマス・プレゼントに何が欲しいかについて、“What do you want?” の表現を使用して    
聞きあうことについて、児童は、アンケートへの自由記述の中で、みんなのほしいものがわ
かったとか、普段はそんなことはきかないなどの記述がみられた。また、普段、話をするこ
とがない人と話ができたとのアンケートへの記述も見られた。 (B5-1,3.59, 2013) 

 学校名 クラス名 人数 好意度平均値 指導体制 時期 
3年生 B 3-1 25 3.60 専科+ALT 2017 
 I 3-2 38 3.45 HRT+ALT 2019 
 Y 3-1 26 3.27 HRT 2019 
5年生 O 5-1 41 3.37 HRT 2018 
 B 5-1  19 3.74 専科+ALT 2017 
 B 5-2 21 3.52 専科+ALT 2017 
 I 5-3  28 3.14 HRT+ALT 2019 
 Y 5-1 20 2.80 HRT+ALT 2019 
6年生 G 6-1 22 3.55 HRT 2018 
 L 6-1 18 3.28 HRT 2018 
 M 6-1 20 3.00 専科+ALT+HRT 2019 
総計   278 3.35    

 学校名 クラス名 人数 好意度平均値 指導体制 時期 
5年生 B 5-1 32 3.59 HRT+ALT 2013 
6年生 E 6-1 28 3.64 ALT+HRT 2014 
 U 6-4 33 2.94 ALT+HRT 2013 
 A 6-2 30 2.94 ALT+HRT 2013 
 H 6-2 30 2.50 ALT+専科 2015 



⑥ My Best Memory について話すとき、児童はペアの相手を変えながら、小学校 6 年間のうち 
一番思い出に残っている思い出を、理由を含め伝え合った。児童のアンケートへの楽しかっ
た活動の自由記述には「自分の一番の思い出を話したこと。いろんな写真を見たり感想やし
たことを言えたから。」と身近な話題でやり取りができたことを楽しかった理由に挙げていた。
(G6-1, 3.55, 2019) 

 
(3) 変化のある言語活動がある。 
⑦ チャンツを用いることで、反復練習に変化をもたせている。 

ALTが、“What, what, what do you want to be?  A singer, a singer, a singer, a singer, a singer.” のよ
うに、“what”と “a singer” をチャンツを用いて反復練習をした。 (E6-1, 3.64, 2014) 

 
(4) 授業で扱う構文が限られている。 
⑧ スピーチ活動において扱った構文は次の 2つだけである。“What do you want to be?” および“I 

want to be～.” (E6-1, 3.64, 2014)   
⑨ クリスマス・プレゼントに何が欲しいかについての活動において、扱った構文は次の 2つの
みである。“What do you want?” および “I want～.”また、答える際に、 “I want ぬいぐるみ."
のように、欲しいものを分からなければ日本語でよいとした。(B5-1, 3.59, 2013) 

 
(5) 楽しく、安心して学習できる学習環境 
⑩ 自由記述の中に、みんなの前でスピーチするのは苦手だけど、「落ち着いて」と声をかけてく
れた、のような児童の記述がみられた。(E6-1, 3.64, 2014) 
⑪ 児童の発表を、他の児童が称賛する機会がある。反復練習の中で、ALTがある児童に “What 

do you want to be?” と質問し、その児童が “A singer” と答えることができた時、ALTは “Oh, 
great.”と反応し、他の児童も拍手をして称賛した。(E6-1, 3.64, 2014) 
⑪ 自由記述の中で、児童は皆で笑顔で楽しくできたと報告している。(B5-1, 2017,3.74) (B5-2, 3.52,   

2017)。みんなと一緒に話すと楽しい。 (G6-1, 3.55, 2019) 
 
２）低好意度授業に見られる特徴 
 その主な特徴は 4つである。(1) 過度な反復練習、(2) 扱う項目（単語、動画）が多い、(3) 安
心して学習できない雰囲気、(4) 形式(form)に着目しすぎる活動が多い。 
(1) 過度な反復練習。 
① “Where do you want to go?” の疑問文を練習する際、ALTは個々の単語を一つずつ発音し、そ
れを少しずつ長くして最終的に目標構文に言わせようとしていた。 “where, do, you, want, to, 
go”と１語ずつ反復させ、次に “where do you, where do you want, where do you want to”のよう
に、ただ反復練習をさせた。(H6-2, 2.50, 2015) 
② 国や場所の名前も単純反復練習を行った。ALTは“France, France, France”と１語ずつ反復練習
をさせ、“Italy, Germany, South Korea, the United States, library”などを同様の方法で実施した。 
(H6-2, 2.50, 2015,)  

 
(2) 扱う項目（単語、動画）が多い。 
③ 1時間で 16の国の名前(Germany, UK, Brazil, Russia…など)を反復練習する。(A6-2, 2.94, 2013)    
④ 動詞の種類が多い。ALT: “Where do you want to go?” HRT: “I want to go to Japan. I want to see a   

soccer game. I want to eat sushi. I want to play baseball. I want to buy T-shirts. I want to climb Mt. 
Fuji.” この会話モデルには “want”以外に、“go, see, eat, play, buy, climb”の 6種類の動詞が使用
されており、児童はこのモデルに基づいてペアワークをすることを求められた。 (A6-2, 2.94, 
2013) 
⑤ Y5-1は、“We can!1”の Unit 4の動画 3つを視聴し、ALTが内容を理解させようとしていた。
この活動に 10分程度費やし、特に児童の日常生活に結び付けなかったこともあり、児童は飽
きているように見えた。(Y5-1, 2.80, 2019) 

 
(3) 安心して学習できない雰囲気 
⑥ ALT が質問をし、児童を指名するのだが、これをくじ引きによって決めていた。アンケー  
トへの自由記述への回答で、「ALTの先生のくじ引きが好きでありません。次に自分にあたる
のでないかと不安になります。話すのが嫌です。」 の回答が見られた。 (U6-4, 2.93, 2013) 

 
(4) 形式(form)に着目しすぎる活動 
⑦ 児童は “What time do you get up?” の質問を 3分間で、できるだけ多くのクラスメートに質問
し合う活動であるが、ALTは Eye contact, Big Voice, Smile, Reactions, No Japaneseを児童に確
認させて行った。これらの特徴はいずれも、話し方、（非言語的）形式に関するもので、意味



に関すものでない。結果児童は、相手が何時に起きているのかに、つまり意味に着目するこ
とはあまりなかった。(Y5-1, 2.80, 2019)   

 
３）同一内容を扱った 2つの授業の比較 
 “What do you want to be~?” のトピックを扱った 2つの授業 E6-1(3.64, 2014)およびM6-1 (3.00, 
2019)を質的に分析することで、児童の好きな英語授業の特徴を明らかにしようとするものであ
る。この 2つのクラスの授業好意度には有意的差がある(U = 155.00, p < .01, 両側)。この 2つの
授業は、将来何になりたいかについてのスピーチ活動を含んでおり、両方ともティーム・ティー
チングによる授業ではあるものの、主指導者は学級担任ではない。主指導者は E6-1 では ALT、
M6-1では専科教師である。 
 E6-1 のアンケートへの自由記述では、28 名のうち 20 名(71.4%)もの児童が、スピーチ活動が
楽しかったと言及する一方、M6-1 ではスピーチ活動が楽しかったと言及した児童は誰もいなか
った。E6-1の授業の主な特徴は、意味中心であり、形式に着目する言語活動（仕事の名前や構文
等の反復練習）はあるものの、およそ 5分程度で、残りの活動は意味中心の活動である。ALTが
読み上げるテキストのスピーチの例を聞く際に、児童は、スピーカーの名前、好きなこと、なり
たい職業に着目して、メモを取った。スピーチ活動においては、クラスメートのスピーチを聞く
際は、将来何になりたいのかについて注意を払った。 
一方、M6-1のスピーチ活動は、スピーチの内容よりもむしろ、形式（今回は非言語的形式）
に着目した。ALTのデモンストレーションを含め、Eye contact, Voice volume, Smile などの話し
方の観点から、互いにスピーチを評価し合った。クラスメートが将来何になりたいかについては、
着目していないのである。第 2言語習得文献調査からは、児童のような初学者の場合、認知的、
記憶的にも、形式と意味の両方に注意を払うことは困難であり、意味に着目する傾向にあること
がわかっている。 

 
４）まとめ 
 本研究では、高好意度授業および低好意度授業の質的分析を行った。高好意度授業の主な特徴
は, (1) 身体運動や具体的体験活動がある、(2) Interactiveな活動がある、(3) 変化のある言語活動
がある、(4) 扱う構文が限定的である、(5) 楽しく、安心して学習できる学習環境である、一方、
低好意度授業の特徴は、(1) 過度な反復練習、(2) 扱う項目（単語、動画）が多い、(3) 安心して
学習できない雰囲気、(4) 形式(form)に着目しすぎる活動が多い、の 4 つである。また、同一内
容を扱った 2つのクラスの比較からは、小学生のような英語を学びたての学習者には、形式では
なく、意味中心の言語活動が大切であることがわかった。 
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